
平成28年1月新潟県中越地域における集中降雪による交通障害の検証と対応策について 

 

志田 和弘 ＊1 

 

１．はじめに 

平成 28 年 1 月 23 日～25 日にかけて日本上空に非常

に強い寒気が入り、23 日夕方頃から 25 日にかけて新潟

県中越地域の平野部を中心に記録的な大雪となりました。

これにより、鉄道の運休・遅延の他、高速道路の通行止

めや、国道 8号等での交通障害が長時間にわたり発生し、

社会・経済活動に大きな影響をもたらしました。 

本稿は、平成 28 年 1 月 24 日～27 日に市街地部で発

生した、集中降雪による交通障害について、気象、道

路・交通状況、情報収集・提供等の面からの検証結果と、

その対策案について紹介するものです。 

 

２．集中降雪による交通障害の検証 

2.1 気象概況 

1 月 24 日～25 日に日本上空に非常に強い寒気が入り、

北陸地方は冬型の気圧配置となり、北陸地方整備局管内

全域でまとまった降雪（図－１参照）となりました。そ

のため、除雪車はすでにフル稼働となっており、早期の

段階で広域的な除雪支援を実施できる状況にはありませ

んでした。 

特に、見附市・長岡市上空には断続的に強い雪雲が流

れ込み集中降雪に見舞われ、気象庁の長岡観測所で最大

日降雪量 69cm（観測史上 4 位）、整備局の国道 8 号中

之島観測所で 75cm（観測史上最大）という記録的な大

雪となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-１ 平成 28 年 1 月 25 日 8:30 時点の日降雪量 

（cm/日）の状況（北陸地整観測所） 

 

2.2 高速道路の状況 

北陸地方の北陸道は全線で通行止めとなりました。特

に、長岡 IC～中之島見附 IC 間（上り）で約 33 時間、

長岡 IC～三条燕 IC 間（下り）で約 36 時間、柏崎 IC～

長岡 JCT 間（上り下り）で約 38 時間にわたる長時間の

通行止めとなりました。 

  ※過去 10 年間の最大通行止め時間は約 12 時間 

2.3 国道 8号の交通障害状況（次頁図２ 参照） 

24 日深夜から 25 日未明にかけ、高速道の通行止めに

ともない交通量が増加した国道 8号の上り勾配区間（3%

程度）の圧雪路面において、スタック車が発生しました。

そのスタック車への対応により、除雪作業が円滑に進み

ませんでした。その後、気温上昇により圧雪路面が悪化

し、特に路面が荒れた交差点部でスタック車が多く発生

しました。最大渋滞長は上りで約 15km、下りで約 10km

に及びました。 
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25 日 20:30 に災対法に基づく区間指定を行いました。

また、26 日未明から、27 日未明にかけて他工区及び隣

接事務所からの除雪車を集結し、集中除雪（圧雪除去・

拡幅除雪）を実施しました。 

2.4 情報収集・情報提供 

CCTV 及び除雪業者からの報告による状況把握、現地

調査班の派遣、道路情報板による情報提供、災害対策基

本法の区間指定や高速道路無料措置及び通行止めによる

集中除雪の実施の記者発表、事務所ホームページにてラ

イブカメラの道路状況画像の提供を行っていました。 

しかし、渋滞中のドライバー等への除雪状況等の情報

提供が不十分でした。 
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＊１ 国土交通省 北陸地方整備局 長岡国道事務所 

図-2 国道 8号におけるスタック車の発生場所



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.5 ドライバー支援 

1 月 25 日に渋滞が長時間に及んだため、渋滞中のド

ライバーに長岡国道事務所と長岡市が連携して非常食

（栄養調整食品）と水（ミネラルウォーター）約 1,000

食分を配布しました。 

2.6 意見・要望の聴取 

 情報提供の対応策を検討するにあたり、流通、消防・

救急、公共交通等に携わる企業・団体に今回の大雪を受

けての意見・要望を聴取しました。その主な意見・要望 

を表１に示します。 

   表１ ヒアリング対象者と主な意見・要望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．平成28年1月集中降雪の検証・対策検討会の開催 

3.1 目 的 

1 月 24 日から 25 日にかけて長岡圏域を襲った記録的

な集中降雪により、国道 8号を中心に大渋滞が発生した

ことから、今後の各機関の連携のあり方等について確認 

する為「長岡都市圏冬期交通確保会議」を開催し、その

中で（平成 28 年 1 月集中降雪の検証・対策検討会）

（以降「検討会」と言う）を検討し、今後の各機関の連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

携のあり方等について確認する。 

3.2 構成員（表２ 参照） 

3.3 開催状況 

平成 28 年 2 月 2 日、3 月 8 日、3 月 29 日、8 月 22 日、

10 月 4 日 計 5 回開催 

 

４．今後の対応の視点 

今回の状況を踏まえ、今後の対応について連携会議で

整理し、4つの視点（次頁表３ 参照）で検討すること

としました。 

 

５．問題点と課題の整理 

今後の対応の 4視点に対し、問題点と課題(対応方針)

を第 2回の連携会議で整理しました。(次頁表３ 参照) 

 

６．対応策 

 各課題（対応方針）を踏まえ、4 つの視点に対して計

34 項目の対応策を検討しました。（次頁図-4 参照） 

 これらの対応策のうち、第 5回の連携会議で確認され

た平成 28 年度冬に実施の目処がついた主要な施策を以

降で紹介します。 

 所属機関 役 職 

委員長 国土交通省 北陸地方整備局 長岡国道事務所 所 長 

委 員 新潟県 長岡地域振興局 地域整備部長

長岡市 土木部長 

見附市 建設課長 

小千谷市 建設課長 

東日本高速道路株式会社 新潟支社 長岡管理
事務所 

所 長 

新潟県 長岡警察署 署 長 

新潟県 小千谷警察署 署 長 

新潟県 警察本部 交通部 高速道路交通警察隊 隊 長 

臨時委員 国土交通省 北陸地方整備局 道路部 道路管理課長

新潟県 土木部 道路管理課長

東日本高速道路株式会社 新潟支社 保全課長 

新潟県 警察本部 交通部 交通規制課長

図-3 1 月 24 日からの降雪に伴う交通障害状況（国道 8号） 

ヒアリング実施日 対象機関 対象者

２月１８日、１９日 流通業者
新潟県トラック協会長岡支部

長岡新産業センター卸事業協同組合
中之島流通団地の企業（１社）

２月１９日、２２日 消防本部 長岡市、見附市

２月２２日 バス事業者 地元バス事業者

２月２２日 タクシー事業者 地元タクシー協会

① 関係機関の情報を集約し、わかりやすく発信し
て欲しい。 

② リアルタイム情報が欲しい、ライブカメラ情報
が有効。 

③ 「どこがだめか、その原因、見込み」が欲し
い、「目処が立たない」も有効な情報。 

流通業者等の主な意見・要望 

表２ 検討会の構成員 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1 機関連携施策 

(1) 集中降雪時における行動計画(タイムライン) 

 気象庁から発表される「大雪に関する気象情報」（大

雪の恐れ）の時点からの連携会議構成機関の行動計画を

具体化しました。これにより、早期の段階から、構成機

関が情報を共有・一元管理し、同じ目線で行動すること

で、相互に連携・支援する体制を確実なものとしました。 

特に、連携会議の構成機関からメンバーが参集し、

「情報の一元化・共有」「情報提供」「機関連携・相互

支援に向けた対応協議」を行い中枢機関となる『情報連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絡本部』開設の判断基準を更に明確化しました。 

(2) 集中降雪時における情報提供計画 

 情報提供は、『情報連絡本部』が中心となって行うも

のとし、情報提供のタイミングと情報内容を具体化しま

した。また、情報連絡本部の開設とともに、概ね 2時間

おきに定時情報（交通規制、交通渋滞・障害、解消見込

み等）を提供するものとしました。 

 更に、各情報提供のタイミングにおける情報提供媒体 

を具体的に定めるとともに、情報提供内容を様式化して

具体化しました。 

 

視 点 問 題 点 課 題（対応方針）

車両流入が避けられない市街地で
の除雪体制・除雪方法

・スタック車を要因として渋滞が発生し 除雪作業が進まず
・除雪車がスタック処理に追われ除雪作業の効率が大幅に低下
・市街地部では沿道状況等から車両の通行止めや流入抑制が困難
・広範囲で多くの降雪があり他工区からの応援が困難
・国道８号を中心とする交通渋滞を回避する大型車が、普段流入しない

県市道管理道路へ流入し、各地での渋滞の要因となった

・スタック車を発生させないための事前対策
・除雪体制の強化と異常降雪時の除雪方法の改善
・市街地部及び渋滞時における集中除雪方法の検討
・異常降雪時の除雪支援体制の強化
・除雪･スタック車移動における関係機関の連携･協力
・大雪渋滞時の迂回路設定と大型車の流入抑制
・渋滞部における流入抑制･交通誘導の強化
・異常降雪を想定した行動計画(タイムライン)の策定

住民、ドライバー、企業への除雪
状況等の情報提供と不要不急の外
出を控える呼びかけ

・ 交通障害･交通状況に係るリアルタイムな全容の把握が不十分
・ 目先の対応に追われ利用者への情報提供が不十分
・ 各機関がそれぞれバラバラに情報発信
・ 情報提供不足が利用者の混乱を助長し不安を招いた
・ 情報提供媒体の所在が道路利用者に分かりづらい

・関係機関が連携した情報収集体制の強化
・情報連絡本部による情報の一元化と定時発信
・住民･ドライバー･企業等が求める情報を迅速に提供
・各種媒体の特性に応じた情報提供の実施と媒体の周知
・不要不急の外出を控える呼びかけ等行動抑制情報の提供

並行する高速道路の早期交通解放
・異常な降雪量では、現状の除雪体制では限界（応援が必須）
・一般道の渋滞もあり、ＩＣランプ部の除雪作業に時間を要した

・除雪車の機能強化及び増設
・ランプ部の散水消雪の設置（長岡IC、中之島見附IC）
・異常降雪時の除雪支援体制の強化
・除雪における関係機関の連携･協力

長時間渋滞が発生した際のドライ
バー支援

・支援に対する事前準備が不十分
・車が動いている時は配布が困難

・ドライバー支援体制の明確化と事前準備による各種支援策

図-4 4 つの視点に対する 34 項目の対応策 

表３  問題点と課題（対応方針の整理） 

スタック車を発生させないための事前対策

①チェーン携行･早期装着に係る広報･啓発の強化【全機関】

②スタック車多発地点への消雪パイプの設置の検討【国】

③沿線企業とのスタック車処理協力に係る協定等の検討【国･県･市】

除雪体制の強化と異常降雪時の除雪方法の改善

④除雪車稼働位置の把握（除雪車稼働位置把握システムの構築等）【国】

⑤異常降雪時における除雪方法の変更（梯団編成の変更）【国】

⑥消雪パイプ設置区間の除雪対応【県･市】

市街地部及び渋滞時における集中除雪方法の検討

⑦交差点間の渋滞車両を排除した集中除雪方法の検討【国･県･市･県警】

⑧除雪車のスムーズな移動の調整（高速道路走行、Ｕターン等）【国･NEXCO･県警】

異常降雪時の除雪支援体制の強化

⑨除雪車稼働位置の把握（除雪車稼働位置把握システムの構築等）【国】［再掲］

⑩広域応援のための除雪車配置の工夫（分散配置等）【国】

⑪除雪の相互支援の検討･実施（ＩＣ部、交差点部等）【国･県･市･NEXCO】

⑫国･県･市によるスタック車処理の相互支援の検討･実施【国･県･市】

大雪渋滞時の迂回路設定と大型車の流入抑制

⑬迂回路線（大型車不可）の選定と広報及び協力のお願い【全機関】

⑭大型車流入抑制方法の検討【全機関】

異常降雪を想定した行動計画（タイムライン）の策定

⑮異常降雪時における行動計画(タイムライン)の策定及び訓練【全機関】

住民、ドライバー、企業への除雪状況等の情報提供と不要不急の外出を控える呼びかけ

関係機関が連携した情報収集体制の強化

⑰気象現況、気象予測、道路･交通、体制状況の情報共有【全機関】

⑱ＣＣＴＶカメラの増設の検討【国】

情報連絡本部による情報の一元化と定時発信

⑲異常降雪時における情報提供計画の策定（発表資料の事前作成等）【全機関】

⑳情報連絡本部による一元的な情報発信（臨時、定時）【全機関】

住民・ドライバー・企業等が求める情報を迅速に提供

㉔ライブカメラ提供画像の増設【国･県警】

㉕マスコミとの連携･協力の検討（テレビテロップ等）【全機関】

㉖情報提供･情報交換を集約する専用サイトの検討・構築【全機関】

各種媒体の特性に応じた情報提供の実施と媒体の周知

㉑「豪雪時緊急道路情報提供システム」(長岡市)との連携【国･県･市】

㉒「交通情報提供サービス」の検討【全機関･JARTIC】

㉓コミュニティＦＭ及びツイッター等ＳＮＳを活用した情報提供の充実【全機関】

不要不急の外出を控える呼びかけ等行動抑制情報の提供

㉗市町村の提供媒体を活用した行動抑制情報の提供【市】 ㉘広域（県内、県外）への流入抑制情報の提供【国･県･NEXCO】

除雪車の機能強化及び増設

㉙除雪機械及びロータリー除雪車等の増強【NEXCO】

ランプ部の散水消雪の設置

㉚長岡ＩＣ、中之島見附ＩＣでの融雪装置の設置【NEXCO】

異常降雪時の除雪支援体制の強化

㉛広域で異常降雪が予想又は発生した場合の支援体制の検討【国・NEXCO】

除雪における関係機関の連携･協力

㉜国･県･市･NEXCOによる高速道路本線･ＩＣランプ部の相互支援の検討･実施
【国･県･市･NEXCO】

ドライバー支援体制の明確化と事前準備による各種支援策

㉝ドライバー支援に対する関係機関の役割分担の検討【国･県･市】 ㉞支援物資の調達･備蓄と集中除雪にあわせた配布方法の検討【国･県･市】

除雪･スタック車移動における関係機関の協力･連携

車両流入が避けられない市街地での除雪体制･除雪方法

並行する高速道路の早期交通開放

長時間渋滞が発生した際のドライバー支援

渋滞部における流入抑制・交通誘導の強化

⑯渋滞区間へ新たに流入する交通の抑制及び他路線への誘導方法の検討【全機関】

赤字：平成28年度冬に実施の目処がついた施策【機関連携施策】
青字：平成28年度冬に実施の目処がついた施策【個別機関施策】
黒字：引き続き検討し、内容を充実させる施策



(3) ライブカメラ提供画像（静止画）の増設 

 新潟県警との協議・調整により、要望が強かったライ

ブカメラ画像提供箇所数を大幅に増設しました。中之島

除雪工区は、現状 1 箇所から 10 箇所に増設されました。 

(4) 高速道路 SAでの情報提供による大型車の流入抑制   

 関越道・下り線の上里 SA に「新潟県道路情報スポッ

ト（仮称）」を開設し、一般道のライブカメラ画像や情

報連絡本部から発信される情報を掲示します。首都圏か

ら新潟県に向かっているドライバーに情報を提供するこ

とで、大型車の流入抑制を図ります。 

(5) 除雪及びスタック車処理の相互支援 

高速道路の早期通行止め解放による円滑なネットワー

クの確保を目指し、国による高速道路本線除雪の相互支

援、及び国・県・市による IC ランプ部の相互支援を実

施します。また、一般道では、スタック車の早期処理実 

施のため、構成機関の除雪車で最も現場に近い除雪車を

急行させ、スタック車の救出及び周辺の除雪作業を実施

します。（図-5 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 除雪及びスタック車処理の相互支援のイメージ 

(6) 除雪車のスムーズな移動 

集中降雪時には、道路管理者間及び警察との連携・協

力により、高速道路を使った迂回、一般道での逆走やＵ

ターンによるスムーズな除雪車の移動について、情報連

絡本部が中心となって調整を図ります。 

(7) 迂回路の選定と広報及び協力のお願い 

 長岡圏域の交通の要である直轄国道における交通障害

を早期に解消するため、迂回路の検討・設定を新潟県が

中心となって行います。また、迂回路情報の広報と迂回

にあたっての走行注意のお願いについて、様式化を図っ 

て具体化しました。 

(8) 交差点間の渋滞車両を排除した集中除雪 

 直轄国道において対応の遅れによる立ち往生の発生を

回避するため、適切な時期に交通規制を伴う集中除雪を 

実施します。関係機関は通行規制への協力や従道路通行

車両の迂回等に連携・協力して取り組みます。 

6.2 個別施策 

(1) 長岡国道事務所 

 ① スタック車多発地点への消雪パイプ設置 

橋梁部（渡河・高架・跨線）上り勾配のスタック車

多発地点（3地点）に消雪パイプを設置します。 

 ② 集中降雪時における除雪方法の変更 

集中降雪時には、除雪予備車の配備調整等により、

通常１梯団の除雪体制を 2梯団に分割して直進車線の

除雪体制の強化を図ります。更に、隣接除雪工区から

の応援除雪（隣接区間乗り入れ）の調整により除雪体

制を強化します。 

(2) NEXCO 東日本(株) 

 ① 除雪機械及びロータリー除雪車等の増強 

  集中降雪時は、除雪 1梯団を現状の除雪車 2台編成

から 3台編成に増強し、また料金所から一般道までの

間に専用除雪車を配備して除雪体制を強化します。 

 ② 長岡 IC、中之島見附 IC での融雪施設の設置 

  集中除雪時にボトルネックとなるランプ部に融雪施

設を設置します。 

(3) 新潟県長岡地域振興局 

 ① 消雪パイプ設置区間の除雪対応 

  消雪パイプの能力を超える降雪に対して、除雪業者

及び臨時道路巡視員による道路情報収集体制を構築し、

適正な機械除雪出動判断を図ります。 

 

７．情報連絡訓練及び実働訓練の実施 

 平成 28 年 9 月 14 日に情報連絡本部を中心とする情報

連絡訓練を連携会議構成機関メンバーで行いました。ま

た、10 月下旬には、高速道路 IC 部での相互支援につい

て、除雪車を用いた実働訓練を実施する予定です。 

 

８．おわりに 

近年、異常降雪といわれる局地的な降雪が頻発し、こ

れまで経験してきたものとは違う対応が求められていま

す。今回の連携会議でとりまとめられた対応策を、今後

の冬期管理に活かし、安全安心な冬期交通環境につなげ

ていきたいと考えています。 

また、これらの取組が各関係機関の冬期管理の参考と

なれば幸いです。 

ＩＣＩＣ

NEXCO除雪車
NEXCO除雪車

ＩＣ部

高 速 道 路

ＩＣＩＣ

高速道路集中除雪
・NEXCO除雪車が再配置

直 轄 国 道

情報連絡本部

高 速 道 路

指 示

高速道路本線部
の支援の検討

・高速ＩＣ部の国・県・市
による除雪支援

・再配置で移動した除雪車が担当していた
高速道路の除雪工区に対する国による除雪支援

除雪車稼働位置
把握システムの構築【国】

・除雪車の位置を確認

国・県・市
の除雪車

国の除雪車

ＩＣランプ部の相互支援

指 示

*******
*******
*******
*******

*******
*******
*******
*******

*******
*******
*******
*******

NEXCO除雪車

国・県・市によるスタック車処理及び除雪の相互支援

国・NEXCOによる高速道路本線の相互支援 国・県・市によるICランプ部の相互支援

情報連絡本部

直 轄 国 道

・最も近い除雪車を現場に急
行させ、スタック車の救出及
び周辺の除雪作業を実施 ・交差点内などの除雪支援

除雪車稼働位置
把握システムの構築【国】

・除雪車の位置を確認

スタック車
国の

除雪車

県･市の除雪車

指 示

スタック車

除雪の相互支援の
検討･実施（交差点部等）

スタック車処理の
相互支援の検討・実施

スタック車処理の
相互支援の検討・実施

指 示

・最も近い除雪車を現場に急
行させ、スタック車の救出及
び周辺の除雪作業を実施

*******
*******
*******
*******

*******
*******
*******
*******

*******
*******
*******
*******


